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プレプ リン ト

meStabilityofぬny｣ParもicleSysも6331S即icbael互.Fisher

andDavidRuelie)

TheArgpn一〇ⅩygenPhaseDiagram(G.S.BarTetも,i.MeyeTand

I.Wasserman)

mePbase工)iagra皿 OfArgon-CarbonMonoxide(C.S.Barrett

and.LoもbarMey-er)

〔物 性 研〕

】阿部研

IsingModelReformuiaもionⅡ.Quadrt通iet Spiq申eTageS

CFTapk托.SもillingeT,Jr.)

Note･onElectronicSもa七eof飴bdomLaももice‡‡.F.Yo‡ユeZa-

waandT.Maもsubara)
芳田研

CionsideraもicnsontheFlowofSuperfluidfⅠelium.P.町.An-

d_erson)

illFo'ssbauerAbsorptioninthePresenceof宣Iectron-S事ⅠもRela-
ヽ

Ⅹation 田.Bradfordand町.Marshail)

Locli2;edImpurity●Sta七einMetals:DiluteAlloysofNi i_n

Be.(A.P. Kle主nandA. ∫.日eegeT)

ChampsE身peTfinsdamslegAlliagerDLhe:usler.(B.･CaTOri
andA.Blandin)

ComporもementAsymptOもiqued-elaFunctiondeDistributi∈甲

Radialedamsle貞-Liqlユides. F.､Cyro七rLackmann)

Elec七r'OnicStructureofIronBasedAlloys. LA.A.GomeS)

LocalizedMomentsand.胞 gneticCouplingsin theTheoryof

Band姐 gnetism. (P. LedereraridA.Blandin)
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掲 示 板

TheneIx:七 I.U.P.A.P.sy軍POSium qn S七atisもicalMechanicsand

Thermodynamicswill beheldCopenhagen_JdIy l卜 16 at the

諾.C｡Brsted Insti七ute二A ユargefracもi-orI.O:fpapersTea°at

the-/conferencewill beinvitedpapers,but thecoⅡmittee

welcomes otherconもribuもiori･S.

Presently it isplanned tohaveoTleSe~SSionon､exact･TeSu-

1もsin･collneCtio_TIWith eTgOdic 七beoTy-and もhequestion of

convergenceofもhevir.よalexpansioriaridoneseBSion･on もhe

question ofquasiparもicles i串dissipaもivesysもe一皿S.The

questionoftheexistenceofthedensity expa.nsion for

transport coefficientst汲Salsobeerlmentionedasa もopic.

Thedefiniもi七iveannouncement ofもhesyⅢposiumwill besent

ouもat theendofJanuary 1966.

C!orrespond.enceregarding もh∈;sy三唱)OS主u皿 Sbouユd_beaddressed

to:

D工SCongressService

Skindergade36

CopenbagenX

Deninark

甲onscienもificⅡatters)

P主･ofessoTでborA.Ba汝

hT_0,BTS七ed Institute

Unまvers土もetsparken 5

〇Openbagen磨

DenⅡark

(Scientificm tters)

For theorganiz･ingcc･Ⅱmittee

ThorA.Bah
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掲示板

Phy-sicsLetもerに投稿する方へ

196-6年 1月以后掲載分については~4日語 以内の àbsもrまctを必 らず付

けることにな ります｡お忘れなきよう｡

Ietterの長さは式､掬､表をふくめて150げ語相当以内O式は一つあた り

少くとも40語に相当しますo

物性絹係の ie七もerは

〇 ･ D.もer'EIaar,oT町∴乳 ParryC!lareヱユdonLaboratry,Parks

RoadOxford,.首reatBrittainへ

または

o A.Kubo(東大理)を経由しても結構LですC 但 し､そのときは英国までの
air皿ai1分の切手をそえて下 さいO

湯川記念財団奨学生募集について
′一

昭和40年 12月24日

財団法人 湯川記念財団

理事長 ∴島 養 利三郎

基礎物理学関係各研究所長殿

各大学物理学教室 主任殿

湯 川 記念 財 団 奨 学 生 募 集 に つ い て '

今般左記要項によ､り昭和 41年鑑奨学生を募集することといたしましたので貴

部内関係者に周知方 よろしくお願いいたします｡な

なお外国留学中の有資格者に対しても適宜の方法にて御連絡お願いいたしますO
(〕O0O0O0t⊃OaOO

追って申し込み期日は延期しないので､関係書類は2月1日までGlc本財団に必
O0O00
着す るよう送付されたく念のため申し添えますa

記

奨 学 生 募 集 要 項

1.応 募 資 格 一.

大学院博士諜産修了者及び41年 3月修了予定の理論物理学研究者 (この奨
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掲示板

学金は大学院博士課程修了者にその研究の完成を援助する目的をもって重点的

に交付され るいわゆるPosもDocもorialFello云bip として支給されるもの

である)

2. 支 給 金 額

月額25,000円以内

(原則的にはこの最高額が支給 され るが研究者の勉の収入.研究場所などに

ょらてそれ より減額され る場合があるo 更新は認められるが恕続三ヶ年をこえ

ないもの とする｡ )

3. 研 究 場 所

基礎物理学研尭所において研究することを原則 とす巻が.事情により他の適

当な場所 であってもよい｡

4. 募 集 人 員

三 名 (内訳は大体素粒子論二名､物性藷-名も申蘭の領域については適

宜に定め るう

5. 応募書類及び審査

希望者 は所定の申込書-部に発表論文 リス ト.主な論文の胡乱 ⊥ヵ年の研

究題 目と計画を各二部あて添付して､昭和 41年 2月工白までに京都市左京区

田中大塔町 49番地湯川記念財団あて送付す ることC 他に奨学金その他の収入

ある場合.あるいは研究場所について特に希望のある場合な どは必ず書き添え

ること｡

審査は基礎物理学研究所運営委員に依頼す るO この審査会ではそれぞれの専

門に近い委員二名が論文について譜査LLそめ報告に基づいて審査会が候補者

をきめ､ 財団の理事長に推薦す るB

昭和 40年 12月

ー財団法人`湯 川 記 念 財 団
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記

明けましておめでとうございますo

l966年 編集部一同

新年号 妄り橋爪先生の講義ノー トを数回に分けて連載いたしますo先に行なわ

れた久保先生め講義 と Complementaryなものをという先生の徹意向です｡扉

謂菌体論絹係の講義をのせたいと思いますのでこの先生のこんな講義をとL.､う

希望又は推薦をお願いいたしますoなおノー ト作製費周はかな りはずむ予定で

すので世話を引受けて下さる人があれ ばよろしくC
_}J㌔-

尚各地におられる編集委員は下記の_方々ですのでそちら-徹連絡下さっても癌

横ですO

頻 淳- (北大理).渡部三雄 (東北大理)､鈴木増産 (東大理).小出昭

一郎 (東大教養)､三宅 哲 (東工大理)､宗野撃雄 (乗数大理).阿部竜

r蔵 (物性研)､相村昌平 (名大理)､金森凝次郎 (坂大理)､田中基之 (岡

本).吉田 健 (九大理) .
編集長が 日中学術交流の為､こヶ月にわたり中国を訪問しまし声ので来月号

にIはその レポー トがみられ ると思いますO

物 性 ~ 研 究

第5巻第 4号
1966年 1月 20日発行 (508円)

発 行 人 碓 井 短 鬼

印 刷 者 .倉 .一 作 雄
繭 遼 東区岡崎鮮 町 .1

発 行 所 物 性 研 究 刊 行 会
電話 (77)8111 内線 985
振 替 京 都 5512
京都市左京区北白川追分町
京都大学 湯 川 記 念 館 内
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